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総合医療情報システム運営委員会の現状と未来

細　木　雄　二

は じ め に

当委員会は平成16年11月に、総合医療情報システ
ム（以下「医療情報システム」という。）のオーダリ
ングシステムの稼動後（表１）に、医療情報システム
の適正な管理及び運営に関することを目的として設置
した。その委員会の中にシステムの円滑な運営と各部
門担当者のスキルアップを図るため部門別担当者会を
設置している。

委員会活動概要

委員会は平成17年７月に設置し、開催回数は不定期
（必要時委員長が召集）、平成31年度の委員長は佐野啓
介医師（統轄副院長）、委員の構成は計17名（委員長
含む）で、 診療局３名（うち、１名委員長）、看護部３
名、医療技術部５名、事務部４名（うち、１名情報管
理課長で副委員長兼部門別担当者会の責任者）、健康
管理センター１人、ふれあいセンター１人から成る。
事務局は情報管理課情報係、委託者は事務部情報管理
課システム担当者２名である。活動目的は、医療情報
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システムの適正な管理及び運営に関することで、活動
内容は、⑴ 医療情報システム（以下「システム」とい
う。）の合理的な運営、⑵ システムの管理状況、⑶ シ
ステムの変更、⑷ 審議事項に関する経営会議への上
申、⑸ 決議事項並びに変更事項における職員への周知
及び調整、⑹ その他システム全般に関することであ
る。
医療情報システムの運用については、総合医療情報
システム運用管理規程により、使用される機器、ソフ
トウェア、運用に必要な仕組み全般についての取扱い
及び管理に関する事項を定め、診療情報を適正に保存
するとともに適正に使用することを目的としている
（図１）。

今後にむけて

現在の医療情報システムは、平成23年８月に導入し
た電子カルテシステム、オーダリングシステム及び各
部門システムである。今後も医療情報システムの適正
な管理及び運営を行っていく。

平成16年11月　 総合医療情報システム（オーダリングシステム）
平成17年７月　 総合医療情報システム委員会設置
平成18年８月　 院内メールシステム
平成21年11月　 オーダリングサーバー更新
平成23年８月　 電子カルテシステム
　　　　　　　 画像参照システム
平成26年２月　 しまね医療情報ネットワーク「まめネット」運用開始
平成30年３月　 新版電子カルテシステム

　キーワード：電子カルテシステム、オーダリングシステム、各部門システム
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委員会の現状

表１　システム導入年月日
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図１　まめネットの概要


